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２０２４年２月２５日（日）メッセージアウトライン 「真の敵は誰か？」 

 

聖書箇所：エペソ人への手紙６：１０～１８ 

タイトル：「真の敵は誰か？」 

テーマ：真の神であられるイエス様は、神の本質である義と愛とを体現され、真の人であら 

れたイエス様は父なる神への全き信頼をもって、ご自分のいのちをも捧げて父な 

る神のみこころに徹底的に従われ、信仰の本質を示された。人としてのイエス様は 

いかなる時も聖書のみ言葉に聴き、祈り、神のみこころを完全に全うされた。 

クリスチャンとしての私たちがその生涯を全うする秘訣は、イエス様に倣うこと 

にある。 

では、私たちクリスチャンの歩みを阻む最大の敵は誰か？ イエス様の生涯にお 

いても最後まで戦いを挑んできたのは誰であったかを思い起こしながら、その敵 

に勝利する秘訣を今日の聖書から教えていただこう。 

 

１．イエス様の公生涯の始めと終わりにあったこと 

 ①公生涯の始めにイエス様はバプテスマのヨハネから洗礼（罪を悔い改めるための）を受 

けられた。 

 ②悪魔の試みを受けるために御霊に導かれて荒野に退かれ、４０日４０夜断食し、その後、

誘惑する者（サタン）の試みを受けられた。 

  ＊サタンの手を変え品を変えての誘惑にイエス様は聖書のことばを用いて退けられた。 

 ③ゲッセマネでの祈り 

  ゲッセマネの祈りこそ、イエス様の祈りのクライマックスである。イエス様は自分の願 

いではなく父なる神様のみこころを優先し十字架にかかることを選ばれたのである。 

主の敗北のように見えながら、死から復活されたイエス様によってサタンの敗北決定。 

 

２．パウロが示すクリスチャンとしての勝利の道（エペソ６：１０～１８） 

 パウロはエペソ６：１２で「私たちの格闘は血肉に対するものではなく、支配、力、この 

暗闇の世界の支配者たち、また天上にいるもろもろの悪霊に対するものです。」と断言し 

ている。 

その敵に対抗するために神に属するクリスチャンは、神の全ての武具を身に着けて戦う

のである。 

パウロはエペソ１：１９でも６：１０でも「神の大能の力によって強められるように」と

励ましている、恐れる必要はない。エペソ１：２２に「神はすべてのものをキリストの足

の下に従わせ、キリストをすべてのものの上に立つかしらとして与えられました。」と記

されている通り、教会のかしらであるキリストにあってクリスチャンは、この世の支配者

を打ち破る権威が与えられているのである。 
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＜神から与えられている武具とは何か＞ 

①腰には真理の帯を締める――「真理」とは神の言葉、福音の言葉（６：１４） 

②胸には正義の胸当を着ける――イエス・キリストを信じる信仰によって義と認められ

たクリスチャンは正義の胸当を着けているのだ。（６：１４） 

③平和の福音の備えをはく――キリストの福音を信じたクリスチャンは、神との平和な

関係が回復されていて、それによって心に平安が与えられている。（６：１５） 

④信仰の盾を取る――キリストが救い主であると信じる信仰によって、悪い者が放つ火

矢（誘惑）から身を守ることが出来る。（６：１６） 

⑤救いのかぶとをかぶる――神の恵みと憐れみをいただいて、イエス・キリストを信じる

信仰によって救われた者であることを絶えず思い起こすこと。（６；１７） 

⑥御霊の剣を取る――すなわち、神の言葉、聖書の言葉、福音の言葉、神の約束の言葉に

よって悪い者に立ち向かうのである。（６：１７） 

以上で提示された武具はすべて神の言葉に結びついている。①～⑤までは身を守るた

めの武具であり、➅は唯一攻撃の武器である。そして、 

⑦聖霊による祈りによって暗闇の力に打ち勝つのである。（６：１８） 

 

３．真の敵であるサタンとはいかなる存在か？ 

 ①創世記３章で蛇（サタン）によって誘惑されたアダムとエバは、神の命令に背いて罪を 

犯し、エデンの園を追放され神との霊的な関係が断たれた。しかし、神はそのとき、人 

間のために救い主を与えると約束された。（創世記３：１５） 

②サタンは自分たちが生き延びるためには、救い主の到来を防ぐ以外にないと、聖書の歴 

史の中で、神の約束を反故にするために暗躍し続けた。 

 ③それでも約束の救い主は、ついに来られた。神への不従順によってもたらされた人間に 

対する神の呪いは、死に至るまで従順であられたイエス様によって呪いからの解放を 

もたらしたのである。 

 ④今、サタン（暗闇の力）はクリスチャンの心を惑わせ、さらにはクリスチャンの伝道の

働きを妨害して人々を永遠の滅びに向かわせようとしているのである。しかし、最終的

なサタンの行く着く先は永遠の苦しみの場所、火と硫黄の池である。（黙２０：１０） 

 

４．結論 

 ①私たちは信仰者の背後で暗躍している暗闇の力について無知であってはならない。こ

の敵の正体を良く知り、聖霊に導かれる中で自らの現状を良く見極める必要がある。 

 ②イエス様がサタンに勝利された秘訣は、神の言葉によるものであった。私たちも日々聖

書を読み、その意味するところを理解し、心に刻み、サタンを退けよう。 

 ③イエス様も聖霊に導かれて絶えず祈られ、父なる神のみ心に従われたのだ。私たちも聖

霊に導かれて絶えず祈り、自分の願いではなく神のみ心の道を選びとって行こう。 


